
1.急増する梅毒の患者数

2.梅毒ってなあに？

３．梅毒に感染すると必ず症状が出るの？

４.梅毒を予防する方法は？

５.心当たりがあるときには？

６．感染していた場合はパートナーも検査を

７．保健所で行う梅毒検査とは？

八戸市保健所保健予防課

梅毒に感染していたことが分かった場合は、周囲で感染の可能性がある方（パートナーなど）にも受診・検査を
すすめましょう。
パートナーも感染していた場合は、一緒に治療を行うことが重要です。

八戸市保健所では、HIV検査の際に希望に応じて梅毒検査も併せて受けられます。
検査は、血液検査（抗体検査）で、匿名、無料で受けることができます。
検査予約については、八戸市ホームページのエイズ相談・HIV検査のページをご覧ください。

梅毒が急増しています。あなたは大丈夫？?

梅毒は、梅毒トレポネーマと呼ばれる細菌に感染して起こる性感染症です。
性感染症とは、性的接触によって感染する病気のことです。
梅毒の感染経路となる性的接触には、普通の性器の接触による性交だけではなく、オーラルセックスによって
口やのどの粘膜からも感染します。
特殊な状況での感染だけではなく、日常生活の性的行動で誰でも感染する可能性があります。
さらに、妊婦が感染している場合は胎盤を介して母子感染し、胎児にも影響を及ぼします。

感染しても自覚症状がないことが多いです。
とくに、初期はほとんど症状がありません。そのため、感染していることに気づかず、相手にうつしてしまい、
どんどん感染が拡大してしまうのが、性感染症の怖さです。
性感染症は、検査を受けてみないと感染しているかどうかわからないと覚えておきましょう。

梅毒には、予防接種（ワクチン）がありません。
感染部位と粘膜や皮膚が直接接触しないように、コンドームを正しく使用することが大切です。
また、不特定多数の相手と性的関係を持つことも感染リスクを高める原因となります。

早めに近くの医療機関(女性は婦人科、男性は泌尿器科）や保健所で検査をしましょう。
早期診断と治療が完治につながります。
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青森県及び全国における梅毒患者数

国と県どちらも約１．７倍
に急増しています！

資料）梅毒患者数（NESIDより）


